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７
月　

日
、
恒
例
の
「
ね
う
祭
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

１６

　

午
後
６
時
か
ら
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
根
雨
の
ま
ち
に
は
、
自

治
会
な
ど
の
趣
向
を 
凝 
ら
し
た
踊
り
の
列
が
行
き
交
い
、
商
店
街

こ

を
彩
る
数
々
の
夜
店
で
ま
ち
は
祭
り
一
色
に
染
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
演
奏
や

も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、
７
５
０
発
の
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

しなやかにパワフルに、華やかな踊りの数々
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夕暮れとともに現れる、印象的な屋台の灯り
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大
会
に
は
県
内
を
は
じ
め
、
京
都
、

福
岡
な
ど
西
日
本
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
選
手
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

コ
ー
ス
は
、
鵜
の
池
湖
畔
を
１
周

す
る
２
・
３
㌔
の
ほ
か
、
４
・
６
㌔
、

６
・
９
㌔
の
計
３
コ
ー
ス
で
、
年
齢
等

に
よ
り　

の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

１７

　

前
日
か
ら
降
り
続
い
て
い
た
雨
で

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
開
会

前
に
は
雨
も
上
が
り
、
選
手
た
ち
は

涼
し
い
風
が
吹
く
中
で
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。
夫
婦
・
親
子
な
ど
で
参
加

す
る
選
手
も
多
く
、
自
分
に
あ
っ
た

ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
み
そ
汁
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
や
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
食

事
や
お
土
産
に
と
選
手
に
も
好
評
で

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

■
Ａ
ク
ラ
ス
（
小
学
女
子
２
・
３
㌔
）

１
位　

三
島
瑞
季
（
黒
坂
）　

分　

秒

１１

２２

■
Ｈ
ク
ラ
ス
（
小
学
男
子
２
・
３
㌔
）

４
位　

後
藤
直
哉（
小
河
内
）　

分　

秒

１０

２２

５
位　

池
未
裕
輝（
下
黒
坂
）　

分　

秒

１２

０３

■
Ｉ
ク
ラ
ス
（
中
学
男
子
４
・
６
㌔
）

１
位　

三
島
秀
典
（
黒
坂
）　

分　

秒

１７

４２

■
Ｌ
ク
ラ
ス
（　

代
男
子
６
・
９
㌔
）

３０

２
位　

池
岡
弘
紀
（
野
田
）　

分　

秒

２２

５３

　７月３１日、第２８回中国山地日野 ｢鵜の池マラ
ソン大会」が鵜の池湖畔で行われ、参加選手約
３００人がその健脚を競いました。

大好評のみそ汁サービスとバザー 親子で選手宣誓！

達成感あふれるゴールの瞬間
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第６０回日野郡民総合体育大会　結果一覧
　■総合得点：優勝

　■陸上競技　男子：優勝、女子：優勝

　■野球：優勝

　■ソフトテニス　一般男子：優勝、一般女子：３位

　　　　　　　　　壮年の部：優勝

　■バレーボール　一般男子：２位、一般女子：３位

　　　　　　　　　婦人：２位

　■卓球：優勝

　■バドミントン　男子：２位、女子：３位

　■柔道：優勝

　■剣道：優勝

　■ゲートボール　男子：３位、女子：３位

　■グラウンド・ゴルフ　男子：優勝、女子：３位

　■ゴルフ：２位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

●陸上：三島瑞季

●ソフトテニス：伊田浩貴、稲田浩明、小林秀訓、

　高橋裕徳、三輪典弘、谷口優佳子、音田夏子、

　西村賢人、頭本憲明

●ソフトボール：西村明泰

●グラウンド・ゴルフ：中西静枝、太田英行

　７月１７日（日）、第６０回日野郡民総合体育大会が江府町を主会場

に開かれ、陸上競技、野球、ソフトテニス、バレーボールなど１１競

技が行われました。

　日野町からは全種目に約２５０名の選手が参加、９種目で優勝するな

ど大健闘し、昨年に引き続き総合優勝を果たしました。　

力いっぱいダッシュ！

日野町自慢のソフトテニス

得点の瞬間をみんなで喜びあう

男子個人の部も優勝、グラウンド・ゴルフ
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■まちの政策決定の場では ■これからの取り組み

■お問合せはこちら

すすめよう　男女共同参画社会②

１日８時間労働、 賄 いなし
まかな７，０００円～

８，０００円
稲刈り及び一般作業

１０アール当たり

（結束ひもは含まない）
１４，０００円コンバイン

機械
１０アール当たり

（結束ひもは含まない）
７，５００円バインダー

１０アール当たり７，５００円ハーベスター

乾燥もみ１袋（３０kg）当たり７００円もみの乾燥（生もみ）

乾燥もみ１袋（３０kg）当たり３００円
もみの乾燥

（ハデかけ・もみ）

１袋（３０kg）当たり２８０円もみすり（据付機）

　農業委員会では、

平成１７年秋の農作業

標準賃金を定めまし

たので参考にしてく

ださい。

　ほ場の条件などに

より多少の増減をし

なければならないこ

ともあると思われま

すので、農作業の依

頼者と受託者で話し

合いのうえ決めてく

ださい。

※もみの乾燥は、水分量により協議してください。

　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ：農業委員会事務局 (電話７２-２１０３)
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　全国的に、石綿取扱い作業などに従事され

ていた方に健康障害 (肺がんや中皮種 )が多

発しています。以前、石綿取扱い作業などに

従事していた方で、勤務していた会社がすで

に無くなっている場合は、最寄りの医療機関

で、石綿を扱う作業をしていた旨を医師等に

話したうえで健康診断を受けてください。健

康診断の結果、石綿取扱い作業などによると

みられる異常が発見された場合は、最寄りの

労働基準監督署または労働局へご相談くださ

い。

　

　また、石綿による健康への影響や治療方法

については、鳥取産業保健推進センターで相

談することができます。

■連絡先は次のとおりです

　鳥取労働局労働基準部：

　　０８５７-２９-１７０４(安全衛生課 )

　　０８５７-２９-１７０６(労働補償課 )

　鳥取労働基準監督署：０８５７-２４-３２１１

　米子労働基準監督署：０８５９-３４-２２３１

　倉吉労働基準監督署：０８５８-２２-６２７４

　鳥取産業保健推進センター：０８５７-２５-３４３１

～鳥取労働局からのお知らせ～

９月は です。がん検診をすすんで受けましょう。

　

■乳がん検診

　４０歳以上の女性が、２年に１回視触診とマンモグラフィ

（乳房エックス線撮影）の併用検診で行うことになりまし

た。マンモグラフィは、視触診では分からなかった小さな

しこり
・ ・ ・

も撮影できるので、早期がんの発見に有効です。

　検診を受けるだけでなく、自己触診を習慣化することも

大切です。３０歳になったら、毎月、乳房にしこり
・ ・ ・

がないか

自分で検査しましょう。もししこり
・ ・ ・

に気づいたらすぐ乳

腺専門医の診断を受けることが大切です。

　検診通知は、便宜上４０歳以上で偶数の年齢の方に通知

をしますが、前回の検診から２年以上間隔が空かないよう

に受診してください。

■子宮がん検診

　子宮がん検診は、２０代後半からの若い年代で

かかる人が増えていることから、２０歳から受け

ることができます。検診は内診と細胞診による

検査を行います。痛みもなく、短い時間で済む

検査です。年１回は受けるようにしましょう。

■胃がん検診

　胃の集団検診では問診と胃部のエックス線撮

影が行われます。また、医療機関では胃カメラ

（内視鏡検査）を受けることもできます。

■大腸がん検診

　大腸がんは非常なペースで増加しています。食生活が欧米化し、肉食が多く、繊維質を含む穀類、芋、豆、

海草の取り方が少なくなり増加したといわれています。大腸がんの初期症状は便に血が混じることです。

肉眼で見えないほどの少量の出血でも「便潜血反応検査 ｣で発見できます。検査容器を胃がん検診当日にお

渡しし、後日決められた日時・場所に提出していただきます。
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ま
ち
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
る
板
井
原
川
の
自
然
環
境
を

守
ろ
う
と
、
７
月　

日
、
地
元
ボ
ラ

２１

ン
テ
ィ
ア
が
清
掃
作
業
を
行
い
ま

し
た
。　

　

９
人
の
中
学
生
を
含
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
約
２
０
人
は
、
根
雨
神
社
近

く
の
板
井
原
川
周
辺
の
草
取
り
・
ご

み
拾
い
の
ほ
か
、
水
害
で
土
が
流
さ

れ
て
い
た
花
壇
に
土
や
落
ち
葉
を

入
れ
、
サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
の
苗
を
植
え
る
な
ど
の
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は
、「
小

さ
い
頃
か
ら
遊
び
に
き
て
い
た
板

井
原
川
を
き
れ
い
に
で
き
て
う
れ

し
い
」「
自
分
で
希
望
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
作
業
は
大
変
だ
け
ど
や

り
が
い
が
あ
る
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
川
を
き
れ
い
に

　
　

作業に汗を流す中学生

落ち葉は腐葉土に利用

　川に家庭のごみや空き缶などを捨てる人が後を絶ちません。

美しい環境を守るため、ごみを川に捨てるのは絶対にやめましょう！

　

福
長
と
日
南
町
霞
を
結
ぶ
、
一
般

国
道
１
８
３
号
「
生
山
道
路
」
が
７

月　

日
開
通
し
ま
し
た
。

２６

　
「
生
山
道
路
」
は
、
江
府
町
か
ら
広

島
県 
三
次 
市
に
至
る
延
長
約
９
０
㌔

み
よ
し

の
地
域
高
規
格
道
路
「
江
府
三
次
道

路
」
の
一
部
区
間
で
、
延
長
約
４
・

６
㌔
の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　

開
通
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
竣
工

式
に
は
片
山
知
事
を
は
じ
め
、
県
・

町
関
係
者
、
地
元
代
表
者
な
ど
が
出

席
、
通
り
初
め
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
通
に
先
立
ち
７
月　

日
２３

に
は
、
開
通
前
の
道
路
を
歩
く
「
開

通
記
念
ウ
ォ
ー
ク
大
会
」
が
開
か
れ
、

多
く
の
人
が
参
加
、
快
晴
の
下
で
景

色
を
味
わ
い
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
江
府
三
次
道
路
」
は
、
将
来
中
国

縦
貫
自
動
車
道
や
中
国
横
断
自
動
車

道
岡
山
米
子
線
と
一
体
と
な
っ
て
広

域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

交
通
・
物
流
の
円
滑
化
に
よ
る
地
域

経
済
の
振
興
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の

利
便
性
の
向
上
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

地
域
交
流
の
大
動
脈
へ

　
　

開通初日の通り初めパレード

開通前の道路を歩く「一度きりの ｣ウォーク大会
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７
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
夏
の
交
通
安
全

１２

２１

県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
①
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
②
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹

底
、
③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
、
を
重
点

事
項
に
、
県
内
全
域
で
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の　

日
に
は
、
町
交
通
安
全
対
策
協
議

１２

会
員
や
交
通
指
導
員
ら
約　

人
が
参
加
し
、
街

２０

頭
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
サ
ン
プ
ラ
ザ
と
丸
合
駐
車
場
で
、

車
で
訪
れ
る
買
物
客
ら
に
交
通
安
全
の
チ
ラ

シ
や
記
念
品
を
手
渡
し
な
が
ら
「
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
に

　
　

一人ひとりに安全運転を呼びかけ

　

７
月　

日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
町
人
権
・

１５

同
和
教
育
学
習
講
座
（
町
教
育
委
員
会
主

催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
大
山
町
立
光
徳
小
学
校
教
頭
、

河
合 
鎮
徳 
さ
ん
を
迎
え
、「
暮
ら
し
の
中
の

や
す
の
り

人
権
を
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

河
合
さ
ん
は
、
部
落
差
別
や
ハ
ン
セ
ン

病
元
患
者
へ
の
差
別
な
ど
、
県
が
取
り
組

ん
で
い
る
８
つ
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
話

し
、
ま
た
差
別
を
描
い
た
歌
を
ギ
タ
ー
で

弾
き
語
り
す
る
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
内
容
で
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

人
権
を
見
つ
め
な
お
す

　
　

差別の現実を歌う河合さん

　

相
次
ぐ
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
産
物
被
害

を
防
ご
う
と
、
７
月　

日
、
下
上
菅
集
落
の

１７

水
田
で
防
護
柵
の
設
置
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
集
落
が
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
を
活
用
し
一
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
、
当
日
は
地
元
住
民

の
ほ
か
、
県
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
イ
ノ
シ
ッ
シ
団
」
や
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
合
計　

人
が
参
加
し
、
総
延
長

２１

１
㌔
に
わ
た
っ
て
金
網
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

し
ま
し
た
。

■
お
知
ら
せ　
「
イ
ノ
シ
ッ
シ
団
」
は
、
防

護
柵
の
設
置
・
撤
去
や
維
持
管
理
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。
派
遣
を
希
望
す

る
集
落
は
役
場
産
業
振
興
課
（
電
話　

‐
２

７２

１
０
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
を
防
止

　
　

　

　

日
野
川
沿
い
の
７
つ
の
合
唱
団
の
定
期

演
奏
会
「
日
野
川
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
日
野
川
合
唱
連
盟
主
催
）」
が
７
月　

日
、

３１

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
か
ら
は
、
森
の
子
合
唱
団
、
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
ア
ザ
レ
ア
、
合
唱
団
お
し

ど
り
た
ち
が
出
演
し
、
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
聞
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
演
奏
と
し
て
米
子
市
在
住

の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
小
椋
美
香
子
さ
ん
、

恩
田
千
絵
さ
ん
に
よ
る
「
中
山
晋
平
の
世

界
」
と
題
し
た
歌
唱
も
行
わ
れ
、
観
客
た
ち

は
そ
の
張
り
の
あ
る
豊
か
な
歌
声
に
聞
き

惚
れ
て
い
ま
し
た
。

響
き
わ
た
る
澄
ん
だ
歌
声

　
　

地元とボランティアが力を合わせて

コーラスグループアザレア (黒坂 )のみなさん
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１
０

　

鳥
取
県
労
働
委
員
会
で
は
、
個

別
労
働
関
係
紛
争
に
関
す
る
相
談

会
「
職
場
の
労
働
関
係
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

‐
２
１
０
９
）

　
受
験
資
格
等　

昭
和　

年
４
月
２

６０

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等

学
校
、
中
等
教
育
学
校
卒
業
者
及

び
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
。
高
等

専
門
学
校
の
第
３
学
年
修
了
者
及

び
来
春
修
了
見
込
み
の
人
。
高
等

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
（
廃
止

前
の
大
学
入
学
資
格
検
定
を
含

む
）
合
格
者
。

採
用
予
定
数　

約　

人
４５

試
験
日
程
等　

【
受
付
期
間
】
９
月
６
日
（
火
）

ま
で
【
第
１
次
試
験
日
】　

月　

日

１０

２９

（
土
）・　

日
（
日
）

３０

【
第
１
次
試
験
地
】
全
国　

箇
所

３９

（
鳥
取
県
の
最
寄
り
の
試
験
地
は
、

米
子
市
、
神
戸
市
ま
た
は
広
島

市
）
試
験
方
法（
第
１
次
試
験
）　

学
科

試
験
（
多
枝
選
択
式
）、
教
養
試
験

（
多
枝
選
択
式
）、
学
科
試
験
（
記

述
式
）

申
込
・
問
合
せ
先

〒
６
８
４
‐
０
０
３
４

境
港
市
昭
和
町
９
‐
１

境
海
上
保
安
部
管
理
課

電
話
０
８
５
９
‐　

‐
２
５
３
２

４２

も
ち
ひ
と
お
う 

つ
い
と
う

み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね 

だ
ん
の
う
ら

げ
ん
ぺ
い 

か
っ
せ
ん

は
せ
べ 

の
ぶ
つ
ら

ご
し
ら
か
わ 

ほ
う
お
う

も
ち
ひ
と
お
うじ

し
ょ
う

た
い
ら
の
き
よ
も
り

き
さ
き

て
ん
ぷ
く

げ
ん
ざ
ん
み
の
に
ゅ
う
ど
う
よ
り
ま
さ

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

は
た

日
野
町
ゆ
か
り
の
武
士
、 

長
谷
部
信
連 
の
物
語
を
ま
ち
の
み
な
さ
ん
に
知
っ

は
せ
べ
の
ぶ
つ
ら

て
も
ら
お
う
と
、
関
西
地
区
日
野
町
出
身
者
懇
談
会
「
ひ
の
郷
会
」
会
員
の

イ
ッ
チ
ュ
ウ
コ
ウ
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
さ
ん
が
、
平
家
物
語
巻
四
よ
り
「
信
連

合
戦
の
事
」
を
現
代
語
に
訳
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
根
雨
の
延
暦
寺
建
立

な
ど
、
ま
ち
の
歴
史
に
名
を
残
す
信
連
の
武
勇
伝
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
町
の

条
例
・
規
則
等
を
検
索
・
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
閲
覧

し
た
い
方
は
、
次
の
手
順
で
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

の
ト
ッ
プ
画
面
右
側
の
［
例
規
集
］

の
文
字
を
ク
リ
ッ
ク
】

　　

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
で
は
、

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
午
後
７

時
か
ら
、
日
野
中
学
校
体
育
館
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
体
力
づ
く
り
や
ス
ト
レ
ス
解

消
の
た
め
に
一
緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
経

験
や
年
齢
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好

会　

音
田
（
役
場
総
務
企
画
課　

電
話　

‐
０
３
３
１
）

７２

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　
　

　
 
襖
絵 
の
山
河
へ
梅
雨
の
お
よ
び
け
り　
（
講
師
）
谷  　

悦
子

ふ
す
ま
え

　

さ
み
だ
る
る
お
薬
師
堂
に
く
く
り
猿　

安
達
つ
る
ゑ

　

梅
雨
空
に 
東
寺 
の
塔
の
つ
き
さ
さ
る　

荒
木　

習
子

と
う
じ

　
 
町
筋 
は
か
つ
て
の 
古
道  
合
歓 
の
花　
　

勝
瀬　

京
子

ま
ち
す
じ 

こ
ど
う 

ね
む

　

大
花
火
果
て
て
煙
と
月
残
る　
　
 　
  
金
川　

昭
子

　

明
日
の 
彩  
雨
滴 
に
秘
め
し
七
変
化　
　

川
上　

文
子

い
ろ 

う
て
き

　
 
梅
雨
冷 
へ
の
窓
少
し
開
け
爪
を
切
る   
久
城　

霞
渓

つ
ゆ
び

　　

華
麗
な
る
終
ひ
花
火
の
後
の
闇　
　
　

徳
本
千
鶴
子

　

部
屋
の
灯
を
映
し
艶
や
か
ゆ
す
ら
梅    
真
壁
富
貴
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

　

　暑い毎日が続いていますが、支援室にやって来る子どもたちは「外

遊び」が大好きです。砂場にバケツ、シャベルなどのおもちゃを持っ

て行き、砂と水の感触を味わい楽しんでいます。外遊びは暑いです

ので、必ず帽子をかぶり、水分補給ができるように飲み物を準備し

てくださいね。

　また、室内では以前にした「ままごと」がお気に入りで、またし

たいというリクエストがあり、ごちそう作りをしたり、細い小さな

積木「カプラ」を組み合わせて、いろいろなものを作って遊んでい

ます。一緒に遊びながら少しずつ友達を意識したり、関わろうとす

る姿もみられてきました。

　支援室でお友達をつくって、元気にこの夏を過ごしましょう !

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　連絡先　ひのっこ保育所

　　　　　　　　　　　　　　　　担当　音田 (電話７２－０２３８)

○印が実施日です

９月１２日は

です

　「とっとり県民の日」は、現在

の鳥取県が誕生した１８８１(明治

１４)年９月１２日にちなんで、平

成１０年に ｢とっとり県民の日 ｣

条例で制定されました。

　この日にあわせ、８月から１０

月にかけて関連事業が各地で行

われます。

　この日をきっかけに地域の文

化・歴史・自然などにふれ、ふ

るさとの素晴らしさを見つめ直

してみませんか。

http://www.town.hino.tottori.jp
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インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm

〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

　全国の河川や湖沼の汚濁の原因は、家庭から流れる生活雑排水だといわれています。まちでは、公共下水道・農

業集落排水の整備は完了し、すべての区域で供用を開始しました。また、条例により供用開始後３年以内に排水設

備を設置することとされています。対象区域の皆さんで、まだ排水設備工事を行っていない方は、なるべく早く工

事をして、公共 桝 につないでください。排水設備は町が指定した ｢指定工事店」へお申込みください。
ます

　

　みなさんが毎日使用している下水処理施設に、通常流れ込まない油分などの異物が流れ込んで困っています。油

分は、下水道管の中で石けん成分などと化合して固まり、ポンプがうごかなくなったり、下水管が詰まる原因にな

ります。紙おむつ・ティッシュペーパーなどは、水に溶けず膨張して、大切な施設を傷つけてしまいます。トイ

レットペーパー以外は、絶対に流さないようにしましょう。

■合併処理浄化槽区域のみなさんへ
　まちでは、公共下水道・農業集落排水の区域外には、

合併処理浄化槽の設置を推進するため、補助制度を設

けています。公共下水道・農業集落排水設備とほぼ同

じ条件で、生活排水の処理をすることができます。
天ぷら油など

を流さないで

ください。

台所からごみ

を流さないで

ください。

トイレットペーパー

以外は流さな

いでください。【お問合せ】役場産業振興課（電話７２－２１０１）

９月１１日 (日 )
１０：００～１５：００

 

　９月１７日 (土 )
１０：００～

戦争に関する図書の紹介（8月29日まで)

と　き　９月１８日 (日 )１８：００～ (予定 )
ところ　開発センター
　　　　　

　と　き　９月２５日 (日 )１３：３０～
　　　　　　　ところ　ホール森の音楽隊
■日野町出身のソプラノ歌手、野崎幹子さんと一緒に楽しく歌いましょう！

■８月３０日～９月６日は、コン

ピュータ更新のための休館です。

パズル、組み木など自由に作ろう！
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長月（ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ）

日１８木 １
　敬老の日（可燃ごみは通常通り収集します）月１９

　乳がん ･甲状腺がん ･子宮がん検診

　町公民館　受付 :午後１時～午後２時
金 ２

　古紙の収集日（黒坂・菅福地区）火２０土 ３
　ペットボトルの収集日（７・８・９班）水２１日 ４
　不要犬・猫引取り日　日野保健所木２２

　乳がん ･甲状腺がん ･子宮がん検診

　町公民館　受付 :午後１時～午後２時
月 ５

　秋分の日（可燃ごみの収集は休みます）金２３　心配ごと相談 ､子育て・高齢者生活相談
　開発センター、老人福祉センター　午後１時～午後３時

　土２４　人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

　町民体育祭
　根雨地区大会：根雨小校庭　黒坂地区大会：黒坂小校庭日２５　不燃・資源ごみの収集日（黒坂・菅福地区）

　古紙の収集日（根雨・日野地区）月２６　歯科検診、フッ素塗布　開発センター
　受付 :午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分火 ６

　３歳児健診　開発センター

　受付：午後１時１５分～午後１時３０分
火２７　ペットボトルの収集日（１・２・３班）水 ７

水２８　年金相談　開発センター
　午前１０時～正午、午後１時～午後３時木 ８

木２９　不要犬・猫引取り日　日野保健所

　国民健康保険税３期分、　介護保険料３期分
　納期限金３０　胃がん ･大腸がん検診　開発センター

　受付 :午前８時～午前９時金 ９

土１０

日１１
　不燃・資源ごみの収集日（根雨・日野地区）月１２
　健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時

　乳児健診、ＢＣＧ予防接種　開発センター
　受付 :午後１時１５分～午後１時３０分火１３
　ペットボトルの収集日（４・５・６班）水１４

木１５

金１６
　行政相談　町公民館　午前９時～正午土１７

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852介護支援センター72‐0334健康福祉センター

72‐0331夜間・休日72‐1191下榎集会所

平成１７年

にご協力ください。

■１０月１日現在で全国

　一斉に実施します。

■各戸に調査員が訪問　

　して調査票を配布し、

　各戸で調査票に記入　

　していただいた後、　

　再び調査員が回収し　

　ます。
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学
校
給
食
で
使
わ
れ
て
い
る
農
産

物
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に

自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
も
ら
お

う
と
、
７
月　

日
、「
農
産
物
加
工

２７

所
・
農
場
見
学
」（
学
校
給
食
に
お
け

る
日
野
町
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
推
進
事
業
実
施
委
員
会
主
催
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
夏
休
み
中
の
小
中
学
生

　

人
は
、
ま
ず
下
菅
の
恩
田
記
子
さ

１７ん
の
農
場
を
見
学
し
、
採
れ
た
て
の

ピ
ー
マ
ン
を
ま
る
か
じ
り
。「
甘
く

て
お
い
し
い
」
と
初
め
て
の
味
に
感

動
し
て
い
ま
し
た
。
恩
田
さ
ん
は

「
子
ど
も
た
ち
に
生
の
野
菜
の
自
然

な
甘
さ
・
お
い
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

次
に
別
所
の
生
田
佳
子
さ
ん
が
ト

マ
ト
を
栽
培
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
を
見

学
。
子
ど
も
た
ち
は
、
有
機
栽
培
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
生
田
さ
ん
の
話
を

聞
き
な
が
ら
、
真
っ
赤
に
熟
し
た
ト

マ
ト
を
試
食
し
ま
し
た
。

　

最

後

に

農

産

物

加

工

所

「 
大
夢
多
夢 
」（
下
榎
）
で
、
豆
腐
づ

た
む
た
む

く
り
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
ピ
ー
マ

ン
も
ト
マ
ト
も
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て

い
る
の
よ
り
甘
く
て
お
い
し
か
っ

た
」「
豆
腐
一
個
を
作
る
の
も
大
変
だ

な
あ
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
に
魚
と
ふ
れ
あ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
７
月　

日
、
町
内
保

２６

育
所
で
恒
例
の
「
ア
ユ
つ
か
み
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
プ
ー
ル
に
放
さ
れ

た
元
気
な
ア
ユ
た
ち
に
大
興
奮
。

「
元
気
に
跳
ね
て
る
よ
」「
早
く
つ

か
み
た
い
！
」
と
待
ち
き
れ
な
い
様

子
で
し
た
。

　

プ
ー
ル
に
入
っ
て
魚
つ
か
み
が

は
じ
ま
る
と
、「
ア
ユ
が
足
を
つ
つ

い
て
気
持
ち
い
い
よ
」「
ヌ
ル
ヌ
ル

し
て
る
」
な
ど
大
は
し
ゃ
ぎ
し
な
が

ら
ア
ユ
を
つ
か
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ア
ユ
つ
か
み
」
は
、
子
ど

も
た
ち
に
魚
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
自
然
環
境
に
親
し
み
、
そ
の
大

切
さ
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
町
水

産
振
興
連
合
会
が
毎
年
企
画
し
て

い
る
も
の
で
す
。

生のピーマンは甘みとさわやかな香りが

「先生、見てみて～！こんなに元気だよ」
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エ
サ
場
周
辺
の
草
刈
り
、
花
壇
の
世
話
、
オ
シ

ド
リ
観
察
な
ど
、
人
知
れ
ず
活
動
は
続
い
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
ヒ
ナ
の
確
認
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
駐
車
場
の
穴
ぼ
こ
に
と
、
真

砂
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
托
鉢
の
貴
重
な
お
志
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
物
心
両
面
で
支
え
て
い
た

だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
野
鳥
も
人

間
も
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て
一
歩
一
歩

の
前
進
で
す
。　

　　
　
【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

支
え
ら
れ
て　

Ａ【粉寒天（２ g）、水（４００ml）、ねりわさび（小さじ１）】、

黄桃缶詰 (１個 )、パイナップル缶詰 (２００g)、キウイフ

ルーツ (１個 )、小豆甘煮（５０g）、

Ｂ【砂糖 (５０ｇ )、水 (１００ml)】、

缶汁 (適量 )。

Ａを鍋に入れてよく混ぜ火にかけ、沸騰したら火を弱め
　て１～２分煮る。ねりわさびを加えよく混ぜて、水でぬ
　らした型に流し冷やし固める。

果物は食べやすい大きさに切る。

Ｂを煮詰めて白みつを作る。冷めたら缶汁を加える。

①を１㎝角に切り、②と器に盛り、小豆甘煮をのせて③
　をかける。

⑲

届
出　

７
月　

日
～
８
月
７
日   
敬
称
略

１１

  

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

7
月

大
西　

信
子　
　
　

歳　
　

野
田

６４

伊
田
ゆ
き
ゑ　
　
　

歳　
　

福
長

８５

鷲
見　

嘉
昭　
　
　

歳　
　

高
尾　

７６

山
縣　

末
子　
　
　

歳　
　

久
住

９２

「雪景色を思い出して、暑い夏を乗り切ってね」
　　　　　　　　　　　　　撮影●木島泰さん（根雨）

■今月の表紙は、ねう祭りの夜
店の前で子どもたちを撮影した
ものですが、浴衣やおもちゃの
色がとっても華やかでお祭りの
雰囲気がよく出ているので、迷
わずこの写真を選びました。■
ねう祭りの取材では、根雨のま
ちを上から下まで何往復も、ま
さに駆けずり回っていましたが、
それでも踊りに出られている団
体すべてを撮影できませんでし
た。すみません !（泣）　（ｉ）
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